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平成 19 年 10 月に実践的な教育・研究を実施することを目的として設置した当実験場は，平成
20 年度に下記の設備を整備・充実し，実験を実施した． 
1. 白老町からの借地面積を拡大し，総面積は約 12,000m2になった．（図１参照） 
2. サブサイズの高速走行軌道実験設備（レール幅：0.14m）は，軌道長を 50ｍから 100m に延
長した．これによって，さらに高速時のデータを取得できるようにした．（図２参照） 
3. 新たに白老町から借地した敷地に，フルサイズの高速走行軌道設備の建設を開始した．平















           
           サブサイズの実験軌道                    軌道に施した防護カバー 
図 2：サブサイズの高速走行軌道実験設備（レール幅：0.14m，軌道長：100m） 
        
平成 20 年度に設置した 150m の軌道           平成 21 年 3 月工事の完成検査 
図 3：白老エンジン実験場に建設中のフルサイズ高速走行軌道実験設備 

















   

















図 8：4 基に増設した真空タンクと増設した真空排気装置の建屋 
 
   










図 11 に，ステッピングモータの取付状態を，表 2 にステッピングモータの品名を示す．ステッ
ピングモータとシャフトはフレキシブルカップリングにて接続している．このカップリングはポ
リウレタン樹脂を間に挟んでいることにより，軸心のミスアライメントを許容する．またステッ






















模型のピッチ角を 2 度刻みで変化させた場合を考える．各ピッチ角で変角と気流の静定に 3 秒程
度を確保すると考えた場合，1 回の通風で 4 種の迎え角における計測を行うことが可能である．





















年間で全長 300 m の走行軌道を建設する予定である．今年度は中間部分の 150 m を建設した． 
フルサイズ軌道のレール幅は 1500 mm（中心間距離）で，JR 等の鉄道で使用している 50 kgN レー




 次年度には残り 150 m の軌道と西側の端部に安全防護壁等を建設する予定である．この走行軌道を用
いた本格的な走行試験は平成 22 年度から開始する予定である． 
 
 
図 14：平成 20 年度に建設したフルサイズ高速走行軌道(全長 150 m)の全景 
（右側奥に滑走路が見える） 
 
